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青少年による
大麻乱用問題について

小森 榮 （弁護士）



覚せい剤

検挙数は最も多い

減少から下げ止まりに

大麻

青少年が中心、

2013年以降増加傾向

麻薬

薬物は多様化しているが、

検挙者に増減はない

有機溶剤（シンナーなど）

「犯罪白書」、「薬物情勢」

統計掲載を終了

薬物事犯の最近の傾向
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警察庁「平成〇年の薬物・銃器情勢」



高齢化する覚せい剤事犯
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警察庁「平成〇年の薬物・銃器情勢」



覚せい剤事犯の年齢構成

平成9年
第三次乱用期のピーク

10代+20代の青少年が50％

平成27年
最新の統計値

40歳以上の中高年が55％

警察庁「平成〇年の薬物・銃器情勢」
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20歳未満
1%20～29歳

13%

30～39歳
31%40～49歳

34%

50歳以上
21%

覚せい剤事犯―2015年
40歳以上＝55.4％

20歳未満
8%

20～29歳
42%30～39歳

27%

40～49歳
15%

50歳以上
8%

覚せい剤事犯―1997年
29歳以下＝50.4％
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大麻事犯・・・青少年が中心

平成21年をピークに検挙者
は減少傾向

・大学生大麻問題で啓発活動

・サラ金規制強化との関係？

世界では青少年の大麻使
用は増加、日本の実態は？

警察庁「平成〇年の薬物・銃器情勢」



検挙者の半数が青少年

ピークの平成21年、
検挙者の6割が青少年

最新統計の平成27年
青少年比は約半分
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20歳未満

20～29歳
30～39歳

40～49歳 50歳以上

2009年 29歳以下＝61.3％

20歳未満

20～29歳
30～39歳

40～49歳
50歳以上

2015年 29歳以下＝49.2％

10代・20代の新規乱用防止がカギ
警察庁「平成〇年の薬物・銃器情勢」



検挙者ピーク
大学生の
大麻問題

社会の非難が
強まる

危険ドラッグの
影響か
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危険ドラッグ後のニーズを吸収

近年の減少傾向

危険ドラッグの影響

危険ドラッグ市場の壊滅

大麻への回帰現象

薬物への抵抗感が低下

再び増加トレンドへ
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大麻とはなにか

乾燥大麻
呼び名 マリファナ ハッパ クサ

１回分 ０．５～１グラム程度

価格 ４～５千円／１グラム

大麻樹脂
呼び名 チョコ ハッシュ

１回分 ０．１～０．３グラム程度

密売品 固形物（かけら） スライス

価格 ４～８千円／１グラム

大麻オイル
呼び名 ハッシュオイル ワックス

ハニーオイル

少量できわめて強力

日本では密売市場は未形成
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